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本
年
は
、
昨
年
の
12
月
議
会
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
総
合
振
興
計
画
に
よ
る
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
る
年
で
す
。
本
庄

市
の
将
来
像
を
『
あ
な
た
が
活い

か
す
、
み

ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち　

本

庄　

〜
世
の
た
め
、
後の

ち

の
た
め
〜
』
と
し
、

あ
ら
ゆ
る
市
民
が
お
互
い
に
手
を
と
り
あ
っ

て
自
ら
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
、
人
任
せ
で
な
く
、
ま
さ
に
「
あ
な
た
」

と
「
み
ん
な
」
で
安
全
と
安
心
の
ま
ち
を

創
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　

現
在
の
わ
が
国
で
は
、
少
子
化
に
よ
る

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
国
際
的
経
済
力
の

低
下
な
ど
に
よ
り
、
経
済
・
社
会
活
動
の

停
滞
や
縮
小
が
懸
念
さ
れ
、
人
口
減
少
を

前
提
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
行

政
経
営
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続

け
ば
、
財
政
調
整
基
金
を
一
定
金
額
保
有

す
る
こ
と
す
ら
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
「
低
成
長
経
済
に
見
合
っ

た
縮
減
型
財
政
へ
の
誘
導
と
財
政
の
健
全

化
」、「
行
財
政
改
革
」
と
「
選
択
と
集
中
」

を
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

民･
議
会･

行
政
の
三
者
で
よ
り
危
機
意
識

を
共
有
し
、「
何
を
為な

し
、何
を
為
さ
ぬ
か
」、

「
如い

何か

に
為
す
か
」
を
基
本
に
据
え
、
歳

入
に
見
合
っ
た
歳
出
規
模
の
行
政
経
営
体

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
成

果
を
上
げ
に
く
い
分
野
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
今
後
さ
ら
に
市
民
・
企
業
・

地
域
活
動
団
体
な
ど
多
く
の
人
々
と
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
市
の
諸

政
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
①
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
（
自
然
と
心
の
ふ
れ
あ
い
、安

全
と
安
心
の
提
供
）、②
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
（
地
域
の
活
性
化
と
満
足
度

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）、③
品
格
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
（
人
材
育
成
と
協
働
の
推

進
）、④
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
（
交
流

の
継
承
と
魅
力
の
充
実
）
の
４
つ
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、

健
康
福
祉
分
野
で
は
「
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」、市
民
生
活
分
野
で
は
「
市
民
と

行
政
が
連
携
し
、
と
も
に
地
域
を
支
え
る

ま
ち
」、教
育
文
化
分
野
で
は
「
明
日
を
拓ひ

ら

く
人
を
育
み
、
魅
力
あ
る
文
化
が
育
つ
ま

ち
」、経
済
環
境
分
野
で
は
「
地
域
の
価
値

を
高
め
、活
発
な
産
業
活
動
が
広
が
る
ま
ち
」、

都
市
整
備
分
野
で
は
「
自
然
と
人
に
優
し

く
、多
彩
な
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち
」、
行

財
政
経
営
分
野
で
は
「
満
足
度
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
ま

ち
」
と
分
野
ご
と
に
政
策
の
柱
と
な
る
政

策
大
綱
を
掲
げ
、
市
民
・
議
会
・
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
「
安
全
と
安

心
の
ま
ち
本
庄
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

　

財
政
状
況
を
ふ
ま
え
ま
す
と
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
の

財
政
改
革
の
推
進
と
歳
出
の
見
直
し
に
よ

る
抑
制
、
歳
入
面
で
の
自
主
財
源
の
確
保

な
ど
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の

転
換
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
将
来

像
で
も
あ
る「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
本
庄
」

の
実
現
を
図
る
た
め
に
は
、「
人
づ
く
り
」

の
視
点
を
重
視
し
た
施
策
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め「
子

育
て
支
援
」・「
教
育
」
に
力
を
入
れ
、
市

内
外
に
「
人
づ
く
り
」
に
重
点
的
に
取
り

組
む
市
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
予
算
案
の
概
要

　

平
成
20
年
度
予
算
案
の
規
模
は
、一
般
・

特
別
・
企
業
会
計
合
わ
せ
て
４
３
４
億
２
、

９
６
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
平
成
19
年
度

の
当
初
予
算
額
と
比
較
し
ま
す
と
、７･

７

％
の
減
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
総
合

振
興
計
画
の
分
野
別
の
政
策
に
沿
っ
て
主

な
施
策
を
ご
説
明
し
ま
す
。

吉
田
信
解
市
長
は
、
２
月
27
日
に
開
会
し
た
平
成
20
年
本
庄
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
20
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
新
し
い
総
合

振
興
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
以
下
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

市
民
市
民･

議
会
議
会･

行
政
の
パ

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
よ
る

「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
本
庄
」の
実
現
を

「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
本
庄
」の
実
現
を

市
民･

議
会･

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
本
庄
」の
実
現
を
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▼
健
康
福
祉
分
野

　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
は
、

市
民
の
強
い
要
望
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
際
の
前
提
と
い
え
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
千
代
田
保
育
所
建
て
替
え
の
基
本
設

計
お
よ
び
実
施
設
計
を
委
託
し
ま
す
。　

　

乳
幼
児
医
療
費
は
、
窓
口
払
い
を
４
月

か
ら
廃
止
し
、
０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

医
療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。　

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査

の
補
助
を
５
回
に
拡
大
し
ま
す
。
医
療
体

制
の
充
実
で
は
、
在
宅
当
番
医
制
な
ど
の

充
実
と
病
診
連
携
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
予
防
事
業
を
推
進
し
、

２
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
地

域
全
体
の
高
齢
者
の
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

▼
市
民
生
活
分
野

　

市
民
同
士
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
豊
か
な
ま
ち
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

性
別
や
国
籍
、
思
想
な
ど
に
関
係
な
く
能

力
が
発
揮
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
、「
本
庄

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。

　

危
機
管
理
体
制
の
充
実
は
、
防
災
行
政

無
線
の
整
備
を
進
め
、
更
新
を
図
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
は
、
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

▼
教
育
文
化
分
野

　

平
成
19
年
度
を
「
教
育
の
改
革
・
再
生

元
年
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
度
も
「
人
づ
く
り
」
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
教
育
振
興
基
金
」
を
充
当
す
る
事
業

と
し
て
、
各
学
校
か
ら
提
案
さ
れ
た
学
校

活
性
化
事
業
を
支
援
す
る
い
き
い
き
学
校

事
業
と
、
親
に
な
る
み
な
さ
ん
な
ど
を
対

象
と
し
て
、「（
仮
称
）
親
の
学
習
手
引
き

書
」
を
作
成
し
、
活
用
す
る
た
め
の
事
業

を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
児
玉
中
学
校

の
校
舎
改
築
工
事
と
児
玉
小
学
校
耐
震
補

強
工
事
な
ど
学
校
施
設
の
安
全
性
向
上
の

た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
経
済
環
境
分
野

　

活
力
あ
る
本
庄
市
を
築
い
て
い
く
た
め

に
は
、
市
内
外
の
力
を
結
集
し
、
地
域
資

源
を
有
効
に
保
全
・
活
用
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

農
林
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
の

確
保
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
生

産
性
の
高
い
農
業
経
営
の
確
立
、
地
産
地

消
運
動
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
中
小
企
業
の
経

営
安
定
化
の
た
め
の
各
種
融
資
の
斡あ

っ

旋せ
ん

や
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。　

　

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
七

福
神
巡
り
」、「
こ
だ
ま
千
本
桜
ま
つ
り
」

な
ど
を
引
き
続
き
支
援
し
、
本
庄
市
観
光

協
会
と
連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
本
庄
市
の
名
物
を
創
出
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
つ
み
っ
こ
」
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
都
市
基
盤
分
野

　

市
民
が
便
利
で
快
適
な
生
活
を
送
り
、

人
が
集
ま
る
、
賑に

ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
街
地
整
備
で
は
、
本
市
の
都
市
と
し

て
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
大
き
く
飛
躍
す

る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
本
庄
早
稲

田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
」
を
速
や

か
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
で
は
、
配
水
管
の
布
設

な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
、
平
成
21
年
４

月
に
水
道
事
業
を
統
合
す
る
準
備
を
進
め
、

水
道
料
金
を
統
一
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
で
は
、
本
庄
早
稲
田
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
・
緑
２
丁

目
・
西
五
十
子
・
長
浜
町
地
内
の
下
水
管

築
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

公
園
緑
地
の
整
備
と
緑
化
推
進
で
は
、

新
た
に
小
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

に
街
区
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

▼
行
財
政
経
営
分
野

　

市
民
に
対
し
て
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
し
て
提
供
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
こ
と
が
行
政
の
使
命
で
す
。

　

市
民
参
加
と
透
明
性
の
高
い
行
政
経
営

の
推
進
で
は
、
市
民
が
計
画
策
定
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
体
制
を
整
え
、
行

政
情
報
の
公
開
を
進
め
、
市
民
と
行
政
の

情
報
の
共
有
化
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
・
公
共

施
設
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
、
市
内

循
環
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
お
よ
び
運
行
形

態
を
見
直
し
、
試
行
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
の

確
立
で
は
、
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き

健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
平
成
20

年
度
も
市
債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
す
。

平成20年度施政方針


